
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 4 成果公開部門 
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4.1 成果公開の概要 

 

本拠点の教育・研究活動の成果を公開するとともに、公募情報、研究会などの情報を伝

達するために、印刷物やホームページを活用している。 

本拠点の趣旨や活動内容を紹介するための日本語と英語を併記したリーフレットについ

ては、海外パートナー拠点の追加等の情報の修正があったこともあり、内容も含めて一部

修正をして印刷・発行した。また、教育・研究活動の現状を紹介するために、日本語と英

語の併記のニューズレターIntimate and Public を前年度同様、本年度も 2 号発行した。 

ホームページについては、研究者への情報発信とともに、本拠点が一般の人たちへの情

報発信を目指していることから、親しみのあるものにリニューアルした。また、業績デー

タベースやメルマガ機能を追加して、拠点の情報公開を進めた。 

本拠点のカリキュラムによる開講科目の講義や開催したシンポジウムを撮影して、著作

権上の合意を取ったものに関しては、京都大学学術情報メディアセンターの提供する京都

大学オープンコースウェアとして公開を開始した。国際結婚、移住労働者、ライフコース

などのテーマに関して、NGO 等との連携によってビデオライブラリーを作成し、教材とし

て使用する。撮影編集を終え、2010 年度には教材として使用が可能となる予定である。親

密圏と公共圏の両方の側面があるコミュニティ研究に有効な資料である京都大学大学院文

学研究科社会学研究室に所蔵されている 450 冊の村落社会調査報告書の入力を行い、村落

社会調査資料データベースの作成を進めている。2009 年度は、近畿の 94 冊の調査報告書の

入力を終えた。 

海外研究者を含む編集委員会を設置し、学際的な英文学術誌 Journal of Intimate and Public 

Spheres（京都大学学術出版会）を創刊した。 

第 2 回次世代グローバルワークショップをもとにプロシーディングス Proceedings of the 

2nd Next-Generation Global Workshop を発行した。プロシーディングは 38 本のフルペーパ

ーから構成されている。日本からの参加者に対しては、編集過程において英文校閲を行っ

ている。優れたものについては、ジャーナルへの投稿依頼を検討している。 

研究プロジェクトの成果公開として、国際共同研究成果報告書 5 点、ワーキングペーパ

ー27 点（次世代研究 3 点、次世代研究ユニット 20 点、男女共同参画 4 点）を印刷・発行し

た。国際共同研究については商業出版等による公開を行い、ワーキングペーパーについて

は博士論文や学術雑誌への投稿を目指す。 

書籍については、出版委員会によってシリーズ「変容する親密圏/公共圏」（英・日）の刊

行計画を作成し 5 巻分の執筆をほぼ終了し、2010 年度から順次京都大学学術出版会等から

刊行予定である。リーディングス『アジアの家族と親密圏』については、6 巻構成案をまと

めるとともに、日本語文献 2 点の英訳を完了した。6 巻のシリーズは英語、日本語で出版予

定である。中国語など他の言語での出版についても検討中である。また、若手研究者を含

む本拠点メンバーによる著書も多く刊行された。 
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4.2 リーフレット 
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ニューズレター3 号 

ニューズレター4 号 

4.3 ニューズレター 
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4.4 ホームページ 
 

本拠点の趣旨の理解を図るとともに、公募情報、研究会情報などの即時性を必要とする

情報を伝達するために、昨年度よりホームページ（http://www.gcoe-intimacy.jp/）を運営し

てきたが、研究者への情報発信とともに、本拠点が一般の人たちへの情報発信を目指して

いることから、情報ネットワーク委員会が中心となって親しみのあるものにリニューアル

した。これを機に、日本語版の充実を図るとともに、英語版、中国版、韓国語版も充実し

た。 

業績データベースの機能を追加して、教育・研究成果を公開することとした。RSS 機能

やメールマガジン登録を追加して、公募情報、研究会情報の即時性を高めることに努めた。

研究会等の情報については、管理者以外の複数の担当者が情報をアップすることができる

体制が取られており、必要な情報が即時に掲載できるようになっている。 
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4.5 オープンコースウェア 
 

 グローバル COE では、特にアジア地域の親密圏・公共圏に関する教育拠点の形成の任を

果たすべく、海外パートナー拠点との人材交流を促進しており、その一環として、各拠点

における親密圏・公共圏に関する研究の第一人者を「エラスムス教員」として年間 4～6 名、

期間としては各人 2～4 週間招へいし、海外オムニバス講義 Reconstruction of the Intimate and 

Public Spheres をリレー形式で担当していただいている。また、若手研究者を対象とした国

際シンポジウムや次世代グローバルワークショップも、このような教育実践のうちに数え

られる。 

 これらの活動について、当初グローバル COE では、資料蓄積の目的で講義やシンポジウ

ム・ワークショップの録画や配布資料の収集を行ってきたが、その教育的価値や研究資料

としての意義を鑑み、2009 年 5 月より京都大学学術情報メディアセンターに付設された

Kyoto-U OpenCourseWare プロジェクトの協力を得て、映像コンテンツや配布資料（教育コ

ンテンツ）を全世界に無償で発信する計画を立案し、その実現に努めてきた。また、2009

年 8 月に京都大学が日本学術振興会の国際化拠点整備事業～グローバル 30～の採択拠点と

なったことをうけ、上記の教育コンテンツを英語講義として提供するための準備も進めて

いる。 

以上のような計画が GCOE オープンコースウェアの概要である。現時点（2010 年 4 月）

でのこの計画の進捗状況は、2009 年 4 月から 5 月にかけて行われた Kua Wongboonsin 先生

と Patcharawalai Wongboonsin 先生（Chulalongkorn University）による 2009 年度海外オムニバ

ス講義（2 コマ連続講義を 4 回分）が、Kyoto-U OCW 上で完全配信されており、同じく昨

年度の海外オムニバス講義を担当いただいた Anjali Bhatia 先生（University of Delhi）、Ilze 

Lenz 先生（Ruhr University）、Roland Pfefferkorn 先生（Strasbourg University）の講義動画につ

いては配信のための編集作業を行っている。また、ソウル大学、台湾大学との国際ワーク

ショップの動画についても、配信準備が整いつつある。 

この計画の実現に向けての最大の課題は、各国で大きな懸隔がある肖像権や著作権への

対応であり、特にインタビューも含まれる社会科学系の教育コンテンツを配信するために

は避けて通れないものであった。この問題を解決するために、グローバル COE では、①教

育コンテンツの動画編集を始めとして、②京都大学に対する教育コンテンツの公開方法の

多様化案の提起、③海外オムニバス講義を担当いただいた先生方、および国際シンポジウ

ム・次世代グローバルワークショップ参加者への動画公開の打診、④GCOE ビジネスミーテ

ィングにおける COE オープンコースウェアの概要説明、⑤教育コンテンツ利用誓約書（日・

英）の作成といった配信準備を、丸一年かけて行ってきており、次年度から教育コンテン

ツの飛躍的な充実が見込まれる。 
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グローバル COE ホームページ上における案内 

（https://www.gcoe-intimacy.jp/article.php/Database_ja） 

 

Kyoto-U OpenCourseWare における配信（写真は日本語版） 

（http://ocw.kyoto-u.ac.jp/graduate-school-of-letters-jp/01）日本語ページ 

（http://ocw.kyoto-u.ac.jp/graduate-school-of-letters/01?set_language=en）英語ページ 

画像は Kyoto-U OCW に帰属します 
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4.6 ビデオライブラリー 

 
ビデオライブラリーは成果公開の一環として、本 COE の研究成果のうち特に社会に広く

知ってほしいテーマ（例えば、国際結婚、移住労働者、貧困と労働等）を取り上げ、ドキ

ュメンタリービデオを製作するというユニークな企画であり、ビデオは（オープンコース

ウェアを含めた）教材として使用するほか、シンポジウムや研究会などで上映することを

予定としている。 

①「国際結婚の実情」：日本人男性の妻となった中国人女性のインタビュー、結婚紹介所

の取材などを内容とする。昨年度に一部の撮影を実施し、本年度は編集作業を進めた。 

②「国境を越える女性たち」（シンガポール篇・バタム篇）：2009 年 12 月にシンガポール

における移住家事労働者に関する撮影と編集を行った。撮影にあたっては調査研究や国際

会議でも協力関係を構築してきた NGO から協力をいただいた。この NGO は移住家事労働

者に対する保護に取り組み、シェルターを運営しながら、送り出し国においても活動を行

っているシンガポール唯一の NGO であり、家事労働経験者のインタビューや NGO の活動

など貴重な映像を撮ることができた。また、本学の学部学生も撮影者として加わっており、

ビデオライブラリーの作成の段階から教育効果をあげることができると考えている。 

③「女性の貧困」：近年の貧困への注目にも拘わらず、男性の貧困に隠れてあまり取り上

げられることのなかった「女性の貧困」に焦点を当て、女性が貧困に構造的に陥りやすい

メカニズムを学術的に解明するフィルムを製作している。ホームレス女性、派遣社員、「フ

リーター」女性などのインタビュー映像も撮影し、ナレーションを含む編集作業も順調に

進んでいる。このビデオの作成には国立社会保障・人口問題研究所の阿部彩部長の協力を

いただいた。 

以上は 2010 年度には教材として使用することが可能になる予定である。 

④来年度には現在関心の高いインドネシア・フィリピン人看護師・介護福祉士にも焦点

を当てビデオライブラリーを作成する予定である。 
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4.7 村落社会調査資料データベース  

 
親密圏と公共圏の両方の側面があるコミュニティ研究は、本拠点の研究課題として重要

な柱となっている。京都大学大学院文学研究科社会学研究室は、1950年代から1970年代に

全国各地で村落調査を行った。社会学研究室には、全国158地域、450冊に及ぶ手書き調査

報告書が所蔵されている。これらの調査報告書は、追跡調査によって当時の地域社会と現

在の地域社会を比較する研究資料となる。50年という時間の経過の中で地域はどのように

変化したのかを検討する。 

また、社会調査の歴史を検討する上にも貴重な資料である。社会調査士資格が創設され、

社会調査が重視されている今、その歴史を振り返ることは社会学にとって必要である。調

査にかかわった研究者にインタビューをする等によって、どのような問題意識を持って調

査が行われたのか、どのような方法で調査が進められたのか等を検証することができる。 

調査報告書の有効利用を図るために、テキスト入力を進め、データベースを作成するこ

とをめざしている。2008年度は九州・中国・四国地方における128冊の調査報告書のテキス

ト入力および図版の画像入力を行い、2009年度は近畿地方における94冊の調査報告書のテ

キスト入力および図版の画像入力を終えた。今後、順次入力を行い、データベースの作成・

公開をめざす。データベースの公開は、地域研究の促進に大きな貢献をすると考えられる。 

 

都道府県 冊数 都道府県 冊数 都道府県 冊数 

北海道 3 山梨県 2 広島県 13 

青森県 5 長野県 7 山口県 5 

岩手県 14 岐阜県 12 徳島県 7 

秋田県 5 静岡県 11 香川県 8 

山形県 11 愛知県 8 愛媛県 17 

福島県 5 三重県 15 高知県 3 

栃木県 5 滋賀県 22 福岡県 4 

群馬県 17 京都府 26 長崎県 7 

千葉県 7 大阪府 16 熊本県 14 

東京都 1 兵庫県 18 大分県 2 

神奈川県 6 奈良県 25 宮崎県 7 

新潟県 7 和歌山県 10 鹿児島県 9 

富山県 11 鳥取県 5 その他  30 

石川県 7 島根県 14 計  450 

福井県 15 岡山県 14   
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4.8 英文学術誌 Journal of Intimate and Public Spheres 

 

海外研究者を含む編集委員会を設置し、学際的な英文学術誌を京都大学学術出版会から

創刊した。 
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4.9 第 2 回次世代グローバルワークショップ・プロシーディングス 

 

第 2 回次世代グローバルワークショップの報告論文 38 本のフルペーパーを収録した。日

本からの参加者に対しては、編集過程において英文校閲を行った。これらの論文の中から

優れたものについては、ジャーナルへの投稿依頼を検討している。 
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4.10 国際共同研究成果報告書 

 

2008 年に採択し、2 年間の研究期間を終えた公募型国際共同研究プロジェクトの報告書 5

点を印刷した。この中には、シリーズ「変容する親密圏/公共圏」（英・日）として、近日中

に京都大学学術出版会から刊行予定のものもある。それ以外のプロジェクトについては、

今後商業出版等によって広くその成果を問うことなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトル 研究代表者 所 属 

宮古島西原地区を中心とした南琉球の言語・文化の調査、 

記録、保存、および維持 ― デジタル博物館作成の試み ― 
田窪行則 文学研究科教授 

東西の美術における家庭、女性、子供の表象 中村俊春 文学研究科教授 

統合される経済のもとでの地域変容と社会政策 八木紀一郎 経済学研究科教授 

公共圏と「多元的近代」の社会学理論 田中紀行 文学研究科准教授 

移動するマイノリティの生き延びの為の親密圏生成に関

する実証的研究 
岡真理 

人間・環境学研究科

教授 
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4.11 ワーキングペーパー 

 

2008 年度採択の次世代研究、次世代研究ユニット、男女共同参画に資する調査研究の 1

年間の成果をワーキングペーパーとして印刷した。次世代研究と次世代研究ユニットは次

世代研究シリーズとして 23 点、男女共同参画に資する調査研究は 4 点を印刷した。 

これらは、あくまでもワーキングペーパーであるが、教育的な見地から教員 2 名が指導・

助言を行い、それにもとづいて修正が行われた。今後、さらなる修正の上、博士論文や学

術雑誌等への投稿が行われる。男女共同参画に資する調査研究については、今後の京都大

学の男女共同参画における基礎的な資料や政策提言として活用されるものと考えられる。 
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4.12 書籍刊行 

 

シリーズ「変容する親密圏／公共圏」（英・日）については、刊行計画を作成し 5 巻分の

執筆をほぼ終了した。2010 年度から順次京都大学学術出版会等から刊行予定である。リー

ディングス『アジアの家族と親密圏』は 6 巻構成案をまとめるとともに、日本語文献 2 点

の英訳を完了した。6 巻のシリーズは英語、日本語で出版予定である。 

 

 

 

 

 

シリーズ「変容する親密圏/公共圏」 

《日本語シリーズ》 

1. 落合恵美子編『親密圏と公共圏の再編成：アジア近代からの問い』 

2. 落合恵美子・赤枝香奈子編『アジア女性の構築：越境する主婦・メイド・セ

ックスワーカー』 

3. 中村俊春編『美術にみる親密圏の表象』 

《英語シリーズ》 

1. 落合恵美子編『親密圏と公共圏の再編成：アジア近代からの問い』 

2. 落合恵美子・青山薫編『アジア女性の構築：越境する主婦・メイド・セック

スワーカー』 

3. 中村俊春編『美術にみる親密圏の表象』 

 

リーディングス「アジアの家族と親密圏」 

Asian Families and Intimacy: Asian Intellectual Heritage from 9 Societies 

0. The State of Art 

1. Family Ideology (Chief editor: Thanes Wongyannava) 

2. Patriarchy and Patrilineality (Chief editor: Eun Ki-Soo) 

3. Sexuality (Chief editor: Patricia Uberoi) 

4. Marriage and Family Life (Chief editor: Nguyen Huu Minh) 

5. Care Regimes (Chief editor: Ochiai Emiko) 

 



335 

 

次世代研究プロジェクト、国際共同研究の成果等、本拠点のメンバーが関わった著書が、

多く刊行された。後掲の業績リストの内、主要な成果の一部を以下にあげる。 

 

落合恵美子 編『いま構築されるアジア

のジェンダー―人間再生産のグローバ

ルな再編成」（国際シンポジウムプロシ

ーディングス） 

Antoinette, Fauve-Chamoux and Emiko, 

Ochiai. eds. The Stem Family in Eurasian 

Perspective: Revisiting House Societies, 

17th-20th Centuries 

小山静子『戦後教育のジェンダー秩序』

勁草書房 

妙木忍『女性同士の争いはなぜ起こる

のか―主婦論争の誕生と終焉』青土社 
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安里和晃 共編『始動する外国人材によ

る看護・介護―受け入れ国と送り出し国

の対話』笹川平和財団 

伊藤公雄 共編『日本・ドイツ・イタリア

超尐子高齢社会からの脱却―家族・社

会・文化とジェンダー政策』明石書店 

共生型経済フォーラム編『誰も切らない、

分けない経済―時代を変える社会的企

業』（濱西栄司分担執筆) 同時代社 

新川敏光 共編『労働と福祉国家の可能

性―労働運動再生の国際比較』ミネルヴ

ァ書房 
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松田 素二『日常人類学宣言!―生活世界

の深層へ / から』世界思想社 

京都大学大学院・文学研究科 編『世界

の中の「源氏物語」―その普遍性と現

代性』臨川書店 

太郎丸博『若年非正規雇用の社会学―

階層・ジェンダー・グローバル化』大

阪大学出版会 

近藤正基『現代ドイツ福祉国家の政治

経済学』ミネルヴァ書房 




